
エドヒガン回廊

　エドヒガンは国内に自生するサクラの一種で、長命なこと（ 大木が多いこと）、開花期が早いこと、樹皮が縦割れすること、花色が多様なこと、枝垂

れ形があることなどの特徴を有しています。分布域は東北地方から九州南部と広いのですが、分布地は限られており、ヤマザクラに比べてめずらしい

サクラです。六甲山や武庫川流域には一株も見られないエドヒガンですが、なぜか猪名川上流域にはたく さん分布しています。他の樹木が芽吹く前、

3 月の下旬ごろに里山の枯木立を背景に白、桃、赤に染まった大木のエドヒガン群はまさに「 枯木に花」、「 冬枯れ里山に花」 といった風情です。

　猪名川上流域のエドヒガンの名所をめぐる「 エドヒガン回廊」 を地図上に創設しました。

　「 エドヒガン回廊」 は能勢電鉄山下駅より始まり、一庫ダム、国崎、黒川、妙見山、高代寺山、妙見口駅を経て、山下駅に戻るルートです。このルート

から外れますが、エドヒガンの名所として欠かすことのできない猪名川左岸沿いの水明台、渓のさく らを回廊の飛び地として、まず紹介いたします。

川西市水明台1 丁目　猪名川左岸斜面　

　　　　　　　　『 渓のサクラ』（ 市天然記念物）

① 　川西市一庫　一庫ダム駐車場北側山地斜面

⑥ 　川西市黒川　ケーブル黒川駅 ⑦ 　川西市黒川字奥瀧谷　
妙見の森 桜谷（ 市天然記念物）

⑨ 　豊能町吉川　高代寺山

⑧ 　川西市黒川　上杉尾根

⑩ 　川西市笹部の里山

⑤ 川西市黒川字大土　黒川桜の森

③ 　川西市国崎字小路　国崎クリーンセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　（ 市天然記念物）

② 川西市国崎字知明 卯ノ戸　兵庫県立一庫公園（ 市天然記念物）

④ 　川西市黒川　企業の森周辺

飛

水明台の住宅地に隣接する丘陵地の斜面に130 本ほどのエドヒガン
が群生しています。対岸の県道12 号線から猪名川越しに見るエドヒ
ガンはすばらしいものです。県道12 号線横にも 1 本のエドヒガン
巨木が自生しており、この巨木が対岸のエドヒガン群の母樹と考え
られています。

能勢電鉄山下駅より少し歩く と一庫大路次川に着きます。この
川に沿って遡って行く と一庫ダムが見えますが、ダム東側の山
地斜面にエドヒガンが生育しています。エドヒガンの植栽され
ている一庫唐松公園より上ると一庫ダム駐車場に着きます。前
を走る県道604 号線の上部の山地斜面にエドヒガン5 本が自
生し、その周囲に15 年ほど前に植栽された約50 本のエドヒ
ガンが生育しています。近年，猪名川流域では各地でエドヒガン
が植栽されていますが、当地のエドヒガン植栽群はダム周辺の
エドヒガンの種子より育てられた地域性苗木が用いられており、
地域性苗木の利用としては猪名川流域ではもっとも古い例です。

一庫ダムの手前より知明湖の右岸を湖に沿って進み，知明さく ら橋を
渡って一庫公園に至ります。ダムからここまでの湖岸にたく さんのエ
ドヒガンを見ることができます。公園内の山地には23 本のエドヒガ
ンが自生しています。その中で最大の個体の幹周は1.7m とそれほど
でもないのですが、高さは30m もあり猪名川流域では最高の樹高で
す。このサクラは「 さく ら ひとく ら」 と名付けられています。

一庫公園より知明湖沿いに右岸側を北上すると国崎クリーン
センターに着きます。同センターの敷地内の山地にエドヒガ
ン約250 本が数カ所に分散して生育しています。猪名川流
域ではエドヒガンの生育密度がもっとも高い所です

国崎クリーンセンターより少し戻って国崎大橋の手前を湖に沿って上
流側に向かいます。知明湖キャンプ場、黒川ダリヤ園を過ぎて緩やか
な棚田に沿って北へ進むと「 企業の森」 に着きます。企業の森一帯に
エドヒガンが散生しています。

企業の森のすぐ北側に市民によって再生したエドヒガン37 本の群生
する桜の森が目に入ります。最大のエドヒガンは幹周3.9m にも達す
る「 黒川 微笑み桜」 です。エドヒガンだけではなくヤマザクラ、カス
ミザクラも多く 、長期にわたってサクラの花を楽しむことができます。
桜の森より国道477 号線に上り、そこから見るエドヒガン等のサク
ラの競演は見事です。

桜の森より国道477 号線を南下し徳林寺や炭焼き窯跡を過ぎると妙
見の森ケーブル黒川駅が見えてきます。ケーブル周辺の山腹には約
40 本のエドヒガンの大木が自生しています。ケーブル沿いに植栽さ
れたソメイヨシノも含めて黒川駅より山腹を望む景観はすばらしいも
のです。中でもケーブルに向かって右側斜面に生育するエドヒガンの
花色は鮮やかな赤なので、そのサクラは秘かに「 さく ら　くれない」
とよばれています。

妙見の森ケーブルの山上駅から約5 分上った所に「 妙見の森」
と呼ばれているエリアがあります。その中にある「 桜谷」 には
エドヒガン21 本が自生しており、中でも「 出会いの妙桜(た
えざく ら )」 は幹周2.7m、高さ 22mにも達する巨木です。
「 エドヒガンの小径」 より谷の下方を眺めると「 出会いの妙桜」
のピンクの樹冠が浮かびあがります。妙見の森には白い花弁の
オオシマザクラが多数植栽されているので、エドヒガンとオオ
シマザクラの樹皮、花色、花の大きさ、花の香りなどを比較す
ることができます。

妙見の森からリフトに乗って妙見山山頂に向かいます。リフトを降り
案内板に導かれ5 分ほど歩くと妙見山のブナ林（ 大阪府天然記念物･
川西市天然記念物） に着きます。ブナ林内の奥には入れないですが、
そこには妙見山周辺のエドヒガンの母樹と思われる巨木が生育してい
ます。妙見山より山上駐車場を経て上杉尾根を下ってゆく とエドヒガ
ンが群生している所を通過します。とげとげの樹皮が特徴的なカラス
ザンショウの大木とエドヒガンが並んで生育しているのはおもしろい
ですね。

上杉尾根を下ると豊能町吉川に出ます。国道477 号線の信号
を渡って花折街道を右折し、八幡神社を経てハイキング道の案
内看板に沿って吉川城址から高代寺に至ります。高代寺周辺に
もエドヒガンの巨木を見ることができます。高代寺より表参道
を下ると能勢電鉄妙見口駅に着きます。

妙見口駅より能勢電鉄に乗って山下駅へ向かいます。笹部駅付近では
進行方向右側車窓よりエドヒガンの遠景を楽しめます。笹部駅を過ぎ
ると次は山下駅です。

♪山下駅に着けば，これでエドヒガン回廊を一周したことになります。全コースを1 日でまわるのは無理なので，何回かに分けて楽しんで下さい

葉の表ウラ両面に毛がある

花弁のガクが丸く 膨らむ

葉柄にも
毛がある

葉の付け根に蜜腺とい
う突起物が1 対ある

エドヒガンの特徴

エドヒガンはその名前の通り彼岸の頃に咲くとされ、

3 月半ばから 4 月半ばにかけて様々 な色合いの花を

見せてくれます。

　・ 葉は細身で、樹勢も背が高い　　・ 樹皮に縦筋が走っている

　・ 花弁のガクが丸く膨らんでいる　・ 花弁がソメイヨシノより小ぶり

　・ 濃い色や薄い色などさまざま　　・ 開花時期もバラバラで開花期間も長め51495149
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